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資料編 
Ⅰ．環境技術実証モデル事業の概要 

１．目的 

 既に適用可能な段階に有り、有用と思われる先進的環境技術でも環境保全効果等につ

いての客観的な評価が行われていないために、地方公共団体、企業、消費者等のエンド

ユーザーが安心して使用することができず、普及が進んでいない場合がある。 

 このため、本モデル事業により、このような普及が進んでいない先進的環境技術につ

いて、その環境保全効果等を第三者機関が客観的に実証する事業を試行的に実施する。 

 本モデル事業の実施により、ベンチャー企業等が開発した環境技術の普及が促進され、

環境保全と地域の環境産業の発展による経済活性化が図られるものと期待する。 

２．「実証」の意味について 

 本モデル事業では、環境技術の環境保全効果等を試験等に基づき客観的なデータとし

て示す「実証」を行う。類似のものとして、環境技術が満たすべき性能について一定の

基準を設定し、この基準への適合性を判定する「認証」があるが、本事業では、このよ

うな「認証」は行わない。 

３．事業実施体制 

 本モデル事業は、環境省、環境省の委託・請負を受けて技術実証を行う第三者機関で

ある「実証機関」（地方公共団体等）等が連携して行う。 

４．事業の手順 

 本モデル事業は、概ね以下のような手順で進める。 

(1) 環境省は、アンケート調査等により、技術の開発・販売企業、ユーザー等のニーズを

把握する。 

(2) 環境省は、検討会における検討を踏まえ、対象技術分野を選定する。 

(3) 環境省は、選定された対象技術分野について、具体的な技術実証の方法を定めた「実

証試験要領」を作成する。 

(4) 環境省は、実証試験を行う第三者機関である「実証機関」を選定する。 

(5) 実証機関は、企業等が実証を受けることを希望する技術を公募する。 

(6) 実証機関は、応募されてきた技術の中から、実証を行う技術を、専門家による委員会

で検討を行った上で、選定する。 

(7) 実証機関は、選定された技術について、実証試験要領に基づき、実証試験を行う。 

(8) 実証機関は、実証試験結果を報告書として取りまとめ、技術の開発・販売者へ通知す

るとともに、環境省へ報告する。また、この報告書は、インターネット上のデータベ

ースに登録され、一般に公表される。 
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Ⅱ．「環境技術実証モデル事業」実施体制 
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○総合環境政策局
環境技術実証モデル事業
検討会

・モデル事業全体のマネジメント

・実施要領の策定

・対象技術分野の選定

実証機関（地方自治体環境部
局等）

・対象技術の公募・選定

・実証試験計画の策定

・実証試験の実施

・実証試験実施機関の監督

・実証結果報告書の作成

・環境省への報告・データベース機関への情報登録

技術実証委員会

（独）国立環境研究所

・実証試験実施技術の開発

・分野別の事業の運営や助言

・実証試験要領の作成

・実証機関の選定

・対象技術分野候補の選定

○各部局
分野別ＷＧ

環境省

データベース運営機関

・データベース運営管理

・実証試験要領の登録

・実証機関の作成した実証結果
報告書の登録

・事業実施に関する事項の検討・助言

・実証事業の実施に関する検討・助言

注）環境省の承認を得た上で、実施体制の一部を変更
して、事業を実施することもありうる。
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Ⅲ．環境技術実証モデル事業の流れ 

 

事業の流れ事業の流れ 実施主体実施主体事業を進めるにあたっての
考え方のﾍﾞｰｽとその適用期間

「対象技術分野」の選定

『実証試験要領』の策定

「対象技術」の公募・選定

必要に応じ
『実証試験計画』の策定

「実証試験」の実施

『実証試験結果報告書』の作成

「データベース」への登録・公表

環境省・
環境技術実証
モデル事業
検討会

環境省・
分野別ＷＧ

実証機関・
技術実証委員会

実証機関・
技術実証委員会

実証機関
（場合により外注）

実証機関・
技術実証委員会

実証機関・
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
運用機関

『実証試験
要領』

『モデル事業
実施要領』

『実試試験
計画』

『実証試験要領
のイメージ』

「実証機関」の公募・選定

環境省・
分野別ＷＧ
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Ⅳ．平成１６年度環境技術実証モデル事業検討会 VOC 処理技術ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ
設置要綱 

 
１． 開催の目的 

 環境技術実証モデル事業の実施にあたり、平成１６年度に技術実証を行うこととされ

た技術分野「酸化エチレン処理技術分野」及び「VOC 処理技術（ジクロロメタン等有

機塩素系脱脂材処理技術）」に関し、専門的知見に基づき検討し、本事業の円滑かつ効

率的な推進に資するため、VOC 処理技術ワーキンググループ（以下「ワーキンググル

ープ」という。）を設置する。 

 

２． 調査検討事項 

（１） 酸化エチレン処理技術分野について 

① 実証試験要領の策定 

② 実証機関の選定 

③ 実証試験報告書の確認 

④ その他事業の実施に関する事項 

（２） VOC処理技術分野（ジクロロメタン等有機塩素系脱脂材処理技術）について 

① 実証試験要領の策定 

② 実証機関の選定 

③ 実証試験報告書の確認 

④ その他事業の実施に関する事項 

（３） 将来的な実証試験のあり方及び技術分野の候補の検討について 

 

３． 組織等 

（１） ワーキンググループは、検討員１０名以内で構成する。 

（２） ワーキンググループに座長を置く。 

（３） 座長は、ワーキンググループを総理する。 

（４） 検討員は、VOC処理技術の実証試験に関連する学識経験者、有識者等から環境

省環境管理局の同意を得て株式会社UFJ総合研究所が委嘱する。 

（５） 検討員の委嘱期間は、株式会社UFJ総合研究所が委嘱した日から当該日の属す

る年度の末日までとする。 

（６） その他、必要に応じ環境技術実証モデル事業に参画する者、利害関係者等をオ

ブザーバー等として参加させることができることとする。 

 

４． 審議内容等の公開等 

 本ワーキンググループは原則、公開で行うこととする。但し、公開することにより、
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公正かつ中立な検討に著しい支障を及ぼすおそれがある場合、特定な者に不当な利益も

しくは不利益をもたらすおそれがある場合には、座長はワーキンググループを非公開に

できるものとする。 

 

５． 庶務 

 ワーキンググループの庶務は、環境省環境管理局の同意を得て、株式会社 UFJ総合

研究所において処理する。 
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平成１６年度環境技術実証モデル事業検討会 
VOC処理技術ワーキンググループ 検討員名簿 

 

岩崎 好陽  東京都環境科学研究所 参事研究員 

小渕 存   (独)産業技術総合研究所環境管理研究部門 浄化触媒 
       研究グループ長 

加藤征太郎  中央大学理工学部 講師 

坂本 和彦  埼玉大学大学院理工学研究科 教授 

志賀 孝作  東京都鍍金工業組合 環境科学研究所 所長 

土井 潤一  日本産業洗浄協議会 理事 

中杉 修身  横浜国立大学共同研究推進センター 客員教授 

山川 洋平  武蔵野赤十字病院 事務部長 
（元 東京都衛生局 薬務部長） 

 
＜事務局（環境省）＞ 
徳永 泉   環境管理局環境管理技術室 室長 
瀬川 正宇       同       室長補佐 
田中 裕子            同       企画係長 
新井 直樹              同              騒音係長 
吉川 和身  環境管理局大気環境課   課長補佐 

東  利博  環境保健部環境安全課   課長補佐 
上田 健二  総合環境政策局環境研究技術室 調整専門官 

 

＜事務局（株式会社 UFJ総合研究所）＞ 
   齊藤 栄子  環境・エネルギー部 主任研究員 
   金谷 扇       同     研究員 
     森本 高司      同     研究員 
     清水 孝太郎     同     研究員 
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Ⅴ．VOC処理技術ワーキンググループにおける検討経緯 

 
第１回会合 平成１６年５月１９日 １５：３０～１８：００ 

○ 平成 15年度酸化エチレン実証試験結果報告書の検討 

○ 酸化エチレン実証試験要領の見直し（第二版） 

○ 酸化エチレン実証機関の公募・選定について 

 

第２回会合 平成１６年６月３０日 １３：００～１５：００ 

○ 酸化エチレン処理技術実証機関への応募団体からのヒアリング 

○ 酸化エチレン処理技術実証機関の選定について 

○ ジクロロメタン等処理技術 実証試験要領について 

 

第３回会合 平成１６年８月３日 １５：００～１７：００ 

○ ジクロロメタン等処理技術 実証試験要領（第１次案）について 

 

【参考】 平成 15年度酸化エチレン処理技術ワーキンググループにおける検討経緯 

第１回会合 平成１５年７月１５日 １０：００～１２：００ 

○ 酸化エチレン処理技術について 

○ 酸化エチレン処理技術実証試験要領（案）について 

 

第２回会合 平成１５年８月５日 ９：００～１２：００ 

○ 酸化エチレン処理技術実証試験要領（案）に対する意見表明 

○ 酸化エチレン処理技術実証試験要領（案）について 

 

第３回会合 平成１５年９月２日 １０：００～１２：００ 

○ 酸化エチレン処理技術実証試験要領（第２次案）について 

○ 酸化エチレン処理技術実証機関の募集・選定について 

 

第４回会合 平成１５年１０月１０日 １０：００～１２：００ 

○ 酸化エチレン処理技術実証機関への応募団体からのヒアリング 

○ 酸化エチレン処理技術実証機関の選定について 

 

第５回会合 平成１６年３月２３日 １３：３０～１６：００ 

○ 酸化エチレン処理技術実証試験結果報告書要約（案）について 

 


